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この製品は、関連するEU規制に適合しています。
詳細については、DOC シート（規格適合証明書）
をご覧ください。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに使使使
用用用ささされれれててていいいるるるエエエンンンジジジンンンののの排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる物物物質質質ががが含含含

まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要 こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンのののマママフフフラララーーーにににはははスススパパパーーー
クククアアアレレレスススタタタががが装装装着着着ささされれれててておおおりりりままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルル
ニニニアアア州州州ののの森森森林林林地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機
械械械ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーークククアアアレレレ
スススタタタののの装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの地地地域域域ににに
おおおいいいてててももも同同同様様様ののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす
のののでででごごご注注注意意意くくくだだださささいいい。。。

はははじじじめめめににに
この機械は回転刃を使用するリール式乗用芝刈り機
であり、そのような業務に従事するプロのオペレー
タが運転操作することを前提として製造されていま
す。この製品は、集約的で高度な管理を受けている
ゴルフ場やスポーツ・フィールド、商用目的で使用
される芝生に対する刈り込み管理を行うことを主た
る目的として製造されております。本機は、雑草地
や道路わきの草刈り、農業用地における刈り取りな
どを目的とした機械ではありません。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からないまた適切な方
法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合： www.Toro.com
製品・アクセサリに関する情報、代理店についての
情報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。いまのうち
に番号をメモしておきましょう。
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図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すため
の警告記号図 2を使用しております。死亡事故を
含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
こここののの機機機械械械はははCENCENCEN安安安全全全規規規格格格EN836:EN836:EN836: 199719971997、、、ISOISOISO規規規格格格5395:5395:5395:
199019901990おおおよよよびびびANSIANSIANSI規規規格格格B71.4-2004B71.4-2004B71.4-2004ににに適適適合合合すすするるる製製製品品品とととししし
ててて製製製造造造ささされれれててていいいままますすす（（（たたただだだししし後後後輪輪輪ににに 545454 kgkgkg のののウウウェェェ
イイイトトトををを搭搭搭載載載すすするるるここことととががが条条条件件件ででですすす）））。。。

注注注 ANSI規格に適合していない他社のアタッチメント
などを取り付けて使用すると、製品全体として規格
不適合になりますからご注意ください。

不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるるととと、、、
人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
以以以下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意標標標識識識（（（図図図 222）））のののつつついいいててていいい
るるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい。。。こここれれれははは「「「注注注
意意意」」」、、、「「「警警警告告告」」」、、、「「「危危危険険険」」」なななどどど、、、人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわ
るるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるる
ととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるるこここととと
がががああありりりままますすす。。。

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに
以下の注意事項はCEN規格EN 836:1997,ISO規格
5395:1990 およびANSI規格B71.4-2012から抜粋し
たものです。

トトトレレレーーーニニニンンングググ
• このオペレーターズマニュアルや関連する機器

のマニュアルをよくお読みください。各部の操
作方法や本機の正しい使用方法に十分慣れてお
きましょう。

• オペレータが日本語を読めない場合には、オー
ナー の責任において、このオペレーターズマ
ニュアル の内容を十分に説明してください。

• 子供や正しい運転知識のない方には機械を操作
させないでください。地域によっては機械のオ
ペレータに年齢制限を設けていることがありま
すのでご注意ください。

• 周囲にペットや人、特に子供がいる所では絶対
に作業をしないでください。

• 人身事故や器物損壊などについてはオペレータ
やユーザーが責任を負うものであることを忘れ
ないでください。

• 人を乗せないでください。

• 本機を運転する人、整備する人すべてに適切な
トレーニングを行ってください。トレーニング
はオーナーの責任です。特に以下の点について
の十分な指導が必要です：

– 乗用芝刈り機を取り扱う上での基本的な注
意点と注意の集中；

– 斜面で機体が滑り始めるとブレーキで制御す
ることは非常に難しくなること。斜面で制御
不能となるおもな原因は：

◊ タイヤグリップの不足；

◊ 速度の出しすぎ；

◊ ブレーキの不足；

◊ 機種選定の不適当；

◊ 地表条件、特に傾斜角度を正しく把握し
ていなかった。

◊ オペレータやユーザーは自分自身や他の
安全に責任があり、オペレータやユー
ザーの注意によって事故を防止すること
ができます。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 作業には頑丈な靴と長ズボン、および聴覚保護

具を着用してください。長い髪、だぶついた衣
服、装飾品などは可動部に巻き込まれる危険が
あります。また、裸足やサンダルで機械を運
転しないでください。

• 機械にはね飛ばされて危険なものが落ちていな
いか、作業場所をよく確認しましょう。

• マフラーが破損したら必ず交換してください。

• 作業場所を良く観察し、安全かつ適切に作業す
るにはどのようなアクセサリやアタッチメント
が必要かを判断してください。メーカーが認め
た以外のアクセサリやアタッチメントを使用し
ないでください。

• オペレータコントロールやインタロックスイッ
チなどの安全装置が正しく機能しているか、ま
た安全カバーなどが外れたり壊れたりしていな
いか点検してください。これらが正しく機能し
ない時には芝刈り作業を行わないでください。

運運運転転転操操操作作作
• 有毒な一酸化炭素ガスが溜まるような閉め切っ

た場所ではエンジンを運転しないでください。

• 作業は日中または十分な照明のもとで行って
ください。

• エンジンを掛ける前には、アタッチメントのク
ラッチをすべて外し、ギアシフトをニュートラ
ルにし、駐車ブレーキを掛けてください。

• 「安全な斜面」はあり得ません。芝生の斜面での
作業には特に注意が必要です。転倒を防ぐため：

– 斜面では急停止・急発進しない。

– 斜面の走行や小さな旋回は低速で。

– 隆起や穴、隠れた障害物がないか常に注意す
ること。

– 斜面を横切りながらの作業は、そのような作
業のために設計された芝刈機以外では絶対
行わないこと。

• 隠れて見えない穴や障害物に常に警戒を怠らな
いようにしましょう。

• 道路付近で作業するときや道路を横断するとき
は通行に注意しましょう。

• 移動走行を行うときはリールの回転を止めて
ください。
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• アタッチメントを使用するときは、排出方向に
気を付け、人に向けないようにしてください。ま
た作業中は機械に人を近づけないでください。

• ガードが破損したり、正しく取り付けられてい
ない状態のままで運転しないでください。イン
タロック装置は絶対に取り外さないこと、ま
た、正しく調整してお使いください。

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジン
の回転数を上げすぎたりしないでください。規
定以上の速度でエンジンを運転すると人身事故
が起こる恐れが大きくなります。

• 運転位置を離れる前に：

– 平坦な場所に停止する；

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降
させる；

– ギアシフトをニュートラルに入れ、駐車ブ
レーキを掛ける；

– エンジンを止め、キーを抜き取る。

• 移動走行中や作業を休んでいるときはアタッチ
メントの駆動を止めてください。

• 次の場合は、アタッチメントの駆動を止め、エ
ンジンを止めてください。

– 燃料を補給するとき

– 集草袋や集草バスケットを取り外すとき

– 刈り高を変更するとき。ただし運転位置から
遠隔操作で刈り高を変更できる時にはこの
限りでありません。

– 詰まりを取り除くとき；

– 機械の点検・清掃・整備作業などを行うと
き；

– 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動
を感じたとき。機械に損傷がないか点検し、
必要があれば修理を行ってください。点検
修理が終わるまでは作業を再開しないでく
ださい。

• エンジンを停止する時にはスロットルを下げて
おいて下さい。また、燃料バルブの付いている
機種では燃料バルブを閉じてください。

• カッティングユニットに手足を近づけないで
ください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分
な注意を払ってください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなど
は、減速し周囲に十分な注意を払ってくださ
い。刈り込み中以外はリールの回転を止めて
おいてください。

• アルコールや薬物を摂取した状態での運転は
避けてください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと
きには安全に十分注意してください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの
障害物の近くでは安全に十分注意してください。

ROPSROPSROPS（（（横横横転転転保保保護護護バババーーー）））ののの使使使用用用ととと保保保守守守整整整備備備
• ROPS（横転保護バー）は効果の高い重要な安全

装置です。運転する時は常にROPSを完全に立て
た状態にし、必ずシートベルトと共にお使い
ください。

• どうしても必要な場合以外にはROPSを降ろさな
いでください。ROPSを降ろした状態ではシート
ベルトを使用しないでください。.

• ROPS を折りたたんでしまうと、転倒時に安全保
護ができなくなることを十分認識してください。

• 緊急時にはシートベルトを迅速に外せるよう、
練習しておいてください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください。法
面、段差、水などがある現場では、必ずROPSを
立てて運転してください。.

• 頭上の安全（木の枝、門、電線など）に注意
し、これらに機械や頭をぶつけないように注
意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具
がゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行
い、万一の際に確実に役立つようにしておい
てください。

• ROPS が破損した場合には修理せず、必ず新品
に交換してください。

• ROPSを外さないでください。

• メーカーの許可なくROPSを改造することを禁
じます。

燃燃燃料料料ののの安安安全全全ななな取取取りりり扱扱扱いいい
• 人身事故や物損事故を防止するために、ガソリ

ンの取り扱いには細心の注意を払ってくださ
い。ガソリンは極めて引火しやすく、またその
気化ガスは爆発性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタ
バコ、パイプなど、すべての火気を始末して
ください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってく
ださい。

• エンジン回転中やエンジンが熱い間に燃料タン
クのふたを開けたり給油しないでください。

• 給油はエンジンの温度が下がってから行いま
しょう。

• 屋内では絶対に給油しないでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど
裸火や火花を発するものがある近くでは、絶対に
機械や燃料容器を保管･格納しないでください。

5

 



• トラックの荷台に敷いたカーペットやプラス
チックマットなど絶縁体の上で燃料の給油をし
ないでください。ガソリン容器は車から十分に
離し、地面に直接置いて給油してください。

• 給油は、機械をトラックやトレーラから地面に
降ろし、機体を接地させた状態で行ってくださ
い。機械を車両に搭載したままで給油を行わなけ
ればいけない場合には、大型タンクのノズルか
らでなく、小型の容器から給油してください。

• 給油は、給油ノズルを燃料タンクの口に接触さ
せた状態を維持して行ってください。

• ノズルを開いたままにする器具などを使わない
でください。

• もし燃料を衣服にこぼしてしまった場合には、
直ちに着替えてください。

• 絶対にタンクから燃料をあふれさせないでくだ
さい。給油後は燃料タンクキャップをしっか
りと締めてください。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 常に機械全体の安全を心掛け、また、ボルト、

ナット、ねじ類が十分に締まっているかを確
認してください。

• 火花や裸火を使用する屋内で本機を保管する場
合は、必ず燃料タンクを空にし、火元から十分
離してください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エン
ジンが十分冷えていることを確認してください。

• 火災防止のため、エンジンやマフラー（消音
器）、バッテリーの周囲に、余分なグリス、草
や木の葉、ほこりなどが溜まらないようご注
意ください。

• 磨耗したり破損したりしている部品は安全のた
めに交換してください。

• グラスキャッチャーは傷や破損が出やすいの
で、こまめに点検してください。

• 各部品、特に油圧関連部が良好な状態にあるか
点検を怠らないでください。消耗したり破損し
た部品やステッカーは安全のため早期に交換し
てください。

• 燃料タンクの清掃などが必要になった場合は屋
外で作業を行ってください。

• 機械の調整中に指などを挟まれないように十
分注意してください。

• 複数のリールを持つ機械では、１つのリールを
回転させると他のリールも回転する場合があり
ますから注意してください。

• 整備・調整作業の前には、必ず機械を停止し、
カッティングユニットを下げ、駐車ブレーキを
掛け、エンジンを停止し、キーを抜いてくださ
い。また、必ず機械各部の動きが完全に停止し
たのを確認してから作業に掛かってください。

• 火災防止のため、カッティングユニットや駆動
部、マフラーの周囲に、草や木の葉、ホコリな

どが溜まらないようご注意ください。オイルや
燃料がこぼれた場合はふきとってください。

• 必要に応じ、ジャッキなどを利用して機体を確
実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が
掛かっている場合があります。取り外しには十
分注意してください。

• 修理作業に掛かる前にバッテリーの接続を外し
てください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケー
ブルを外してください。取り付けるときにはプ
ラスケーブルから接続します。

• リールの点検を行うときには安全に十分注意し
てください。ブレードを取り扱う時には必ず手
袋を着用したり布で包むなどして、安全に十
分注意してください。

• 可動部に手足を近づけないよう注意してくださ
い。エンジンを駆動させたままで調整を行うの
は可能な限り避けてください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の
良い場所で行ってください。バッテリーと充電
器の接続 や切り離しを行うときは、充電器をコ
ンセントから抜いておいてください。また、安
全な服装を心がけ、 工具は確実に絶縁されたも
のを使ってください。

搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすと

きには安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使
用してください。

• 荷台に載せたら、ストラップ、チェーン、ケー
ブル、ロープなどで機体を確実に固定してくだ
さい。機体の前後に取り付けた固定ロープは、
どちらも、機体を外側に引っ張るように配置し
てください。

安安安全全全にににおおお使使使いいいいいいたたただだだくくくたたためめめににに：：：
TOROTOROTORO かかからららのののおおお願願願いいい
以下の注意事項はANSI規格には含まれていません
が、Toroの芝刈り機を安全に使用していただくため
に必ずお守りいただきたい事項です。

この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりす
る能力があります。重傷事故や死亡事故を防ぐた
め、注意事項を厳守してください。

この機械は本来の目的から外れた使用をするとユー
ザーや周囲の人間に危険な場合があります。

運運運転転転中中中ににに
• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• 作業には頑丈な靴を着用してください｡サンダル
やテニスシューズ、スニーカーでの作業は避け
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てください。安全靴と長ズボンの着用をおすす
めします。地域によってはこれらの着用が義務
付けられていますのでご注意ください。

• 燃料の取り扱いには十分注意してください。こ
ぼれた燃料はふき取ってください。

• インタロックスイッチは使用前に必ず点検し
てください。

• エンジンを始動する前に、運転席に座り、昇降
レバーを一度後ろに引いてから手を離してカッ
ティングユニットを確実に解除し、走行ペダル
がニュートラル位置にあること、および駐車ブ
レーキがかかっていることを確認してください。

• 運転には十分な注意が必要です｡転倒や暴走事故
を防止するために以下の点にご注意ください：

– サンドトラップや溝・小川などに近づかな
いこと｡

– 急旋回時や斜面での旋回時は必ず減速してく
ださい｡急停止や急発進をしないこと。

– この機械は公道を走行する装備をもたない
「低速走行車両」です。公道を横切ったり、
公道上を走行しなければならない場合は、必
ず法令を遵守し、必要な灯火類、低速走行
車両の表示、リフレクタなどを装備してく
ださい。

– 道路付近で作業するときや道路を横断すると
きは周囲の交通に注意する。常に道を譲る心
掛けを。

– 下り坂ではブレーキを併用して十分に減速
し､確実な車両制御を行うこと｡

• 作業中の安全を確保するため、カッティングユ
ニットやサッチャーには、必ず集草バスケットを
取り付けてください。また、溜まった刈りカスを
捨てる時は必ずエンジンを停止させてください。

• 移動走行時にはカッティングユニットを上昇
させてください。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本体、
マフラー、排気管などに触れると火傷の危険が
ありますから手を触れないでください。

• エンジン側面にある回転スクリーンに手足や衣
服を近づけないように注意してください。

• カッティングユニットが硬いものにぶつかった
り異常な振動をしたりした場合は､ 直ちにエン
ジンを停止し､ 機械の全動作が停止するのを待
ち､ それから点検にかかってください｡破損した
リールやベッドナイフは必ず修理・交換してか
ら作業を行ってください｡

• 運転席を離れる前に、必ずモードレバーをニュー
トラル（N）にし、カッティングユニットを上昇
させ、リールが完全に停止したのを確認してく
ださい。駐車ブレーキを掛け、そして、エンジ
ンを止め、キーを抜き取ってください。

• 斜面の横切り運転は十分注意してください｡ま
た、上り斜面や下り斜面で急発進や急停止をし
ないでください｡

• 斜面での運転に習熟してください｡斜面や不整
地は転倒などの重大な事故の置きやすい場所で
あり、注意の不足から車両を制御できなくなる
と大変危険です。

• 斜面でエンストしたり、坂を登りきれなくなっ
たりした時は、絶対にＵターンしないでくださ
い。必ずバックで、ゆっくりと下がって下さい。

• 人や動物が突然目の前に現れたら、直直直ちちちにににリリリーーー
ルルル停停停止止止｡注意力の分散、アップダウン、カッティ
ングユニットから飛びだす異物など思わぬ危険
があります。周囲に人がいなくなるまでは作
業を再開しないこと。

• マシンから離れる時には、必ず、カッティング
ユニットを完全に上昇させ、リールの停止を確
認し、キーを抜き取り、駐車ブレーキを掛け
てください。

• ROPS（横転保護バー）のついている機械を運転
するときは、必ずシートベルトを着用してく
ださい。

保保保守守守整整整備備備ととと格格格納納納保保保管管管
• 油圧系統のラインコネクタは頻繁に点検してく

ださい。油圧を掛ける前に、油圧ラインの接続
やホースの状態を確認してください。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油
が高圧で噴出していますから、手などを近づけな
いでください。リークの点検には新聞紙やボー
ル紙を使い、絶対に手を直接差し入れたりしな
いでください。高圧で噴出する作動油は皮膚を
貫通し、身体に重大な損傷を引き起こします。

• 油圧系統の整備作業を行う時は、必ずエンジン
を停止し、カッティングユニットを下降させてシ
ステム内部の圧力を完全に解放してください。

• 燃料ラインにゆるみや磨耗がないか定期的に点
検してください。必要に応じて締め付けや修
理交換してください。

• エンジンを回転させながら調整を行わなければ
ならない時は、手足や頭や衣服をカッティング
ユニットや可動部に近づけないように十分ご注
意ください。特にエンジン側面の回転スクリー
ンに注意してください。また、無用の人間を近
づけないようにしてください｡

• ガバナの設定を変えてエンジンの回転数を上げ
ないでください。Toro正規代理店でタコメータ
によるエンジン回転数検査を受け、安全性と精
度を確認しておきましょう。

• オイルの点検や補充は､必ずエンジンを停止した
状態で行ってください｡

• 大がかりな修理が必要になった時、補助が必要
な時Toro 正規代理店にご相談ください。

• いつも最高の性能を維持し、安全を確保するた
めに、交換部品は必ず Ｔｏｒｏ の純正部品をご
使用ください。他社の部品やアクセサリを御使用
になると危険な場合があり、製品保証を受けられ
なくなる場合がありますのでおやめください。
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音音音力力力レレレベベベルルル
この機械は、音力レベルが 94 dBA であることが
確認されています； ただしこの数値には不確定値
（K）1 dBA が含まれています。

音力レベルの確認は、ISO 11094 に定める手順に
則って実施されています。

音音音圧圧圧レレレベベベルルル
この機械は、オペレータの耳の位置における音
圧レベルが 80 dBA であることが確認されていま
す； ただしこの数値には不確定値（K）1 dBA が
含まれています。

音圧レベルの確認は、EC規則 836 に定める手順に
則って実施されています。

腕腕腕おおおよよよびびび手手手ののの振振振動動動レレレベベベルルル
右手の振動レベルの実測値 = 0.22 m/s2

左手の振動レベルの実測値 = 0.24 m/s2

不確定値（K） = 0.12 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。

全全全身身身ののの振振振動動動レレレベベベルルル
振動レベルの実測値 = 0.35 m/s2

不確定値（K） = 0.17 m/s2

実測は、EC規則 836 に定める手順に則って実施さ
れています。
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安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

119-9345119-9345119-9345

115-8156115-8156115-8156

1. リール高さ 3. 8 枚刃カッティングユニット 5. 14 枚刃カッティングユニット 7. 高速

2. 5 枚刃カッティングユニット 4. 11 枚刃カッティングユニット 6. リール速度 8. 低速

117–2718117–2718117–2718
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121–5169121–5169121–5169

1. 低速 5. リール位置設定 9. Slow： 刈り込み
用位置

2. 無段階速度調
整

6. リール下降して
回転

10. Fast： 移動走行
用位置

3. 高速 7. リール：バック
ラップ

11. モードレバー

4. リール上昇 8. ニュートラル：
バックラップ用
位置

121–5170121–5170121–5170

1. 油圧オイルのレベル 4. エンジン： 始動

2. 保守・整備作業を始める前
にオペレーターズマニュア
ルを読むこと。

5. エンジン予熱/作動

3. チョーク （ガソリンモデル
のみ）

6. エンジン： 停止

121–5172121–5172121–5172

1. OFF 3. ON

2. ヘッドライト

119-9346119-9346119-9346

1. ペダルを踏むとロック解除 2. さらに詳しい情報について
は オペレーターズマニュア
ル を読むこと。

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこ
と。

7. 保護メガネ等着用のこと：
爆発性ガスにつき失明等
の危険あり

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有：普通ゴミとして投
棄禁止。
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121–2641121–2641121–2641

1. 警告：オペレーターズマニュ
アル を読むこと； 必ず講習
を受けてから運転すること。

4. 転倒する危険：旋回開始前
に十分に速度を落とすこと；
高速でターンしないこと。

2. 異物が飛び出す危険：人を
近づけないこと。

5. 警告： 車両を離れるときは
駐車ブレーキをロックし、エ
ンジンを停止し、キーを抜く
こと。

3. 手や足のけがや切断の危
険： 可動部に近づかないこ
と； すべてのガード類を正し
く取り付けて使用すること。

121–2640121–2640121–2640

1. 警告：オペレーターズマニュ
アル を読むこと； 必ず講習
を受けてから運転すること。

4. 転倒の危険： 15度以上の
斜面を高速で横切らないこ
と、また、15度以上の斜面
を下らないこと。

2. 異物が飛び出す危険：人を
近づけないこと。

5. 警告： 車両を離れるときは
駐車ブレーキをロックし、エ
ンジンを停止し、キーを抜く
こと。

3. 手足の負傷や切断の危険：
回転刃に近づかないこと；
使用時にはすべての安全
カバー類を正しく取り付け
ておくこと。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

ROPS バー 1

ボルト（1/2 x 3-3/4 インチ） 4111
フランジナット（1/2 インチ） 4

ROPSを取り付けます。

運転席 1
222 シート用ワイヤハーネス 1

運転席をベースに取り付けます。

ハンドル 1

ロックナット（1-1/2 インチ） 1

ワッシャ 1333
ハンドルのキャップ 1

ハンドルを取り付ける

444 必要なパーツはありません。 – バッテリー液を入れて充電する

555 必要なパーツはありません。 – オイルクーラ（オプション）を取り付ける
ます。

集草バスケット用フック 6
666 フランジボルト 12

集草バスケット用フックを取り付けます。

ゲージバー 1

カッティングユニット（モデル 04613, 04614
または 04615）

3777
集草バスケット 3

カッティングユニットを取り付ける。

888 ウェイトキット 119-7129（別途購入のこと） 1 後部ウェイトを取り付けます。

999 警告ステッカー 117-9537 1 必要に応じて EU ステッカーを貼り付け
ます。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル （トラクションユニット） 1

エンジンのオペレーターズマニュアル （エンジン） 1
ご使用前にお読みください。

パーツカタログ 1 パーツのご注文にご利用ください。

オペレータのためのトレーニング資料 1 ご使用前にご覧ください。

納品前検査証 1

運転音認証証明書 1

認証証明書 1

今後に備えて保管してください。

始動キー 2 エンジンを掛ける。
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1
ROPSROPSROPSををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ROPS バー

4 ボルト（1/2 x 3-3/4 インチ）

4 フランジナット（1/2 インチ）

手手手順順順

1. 出荷用クレートから上部サポートを外す。

2. クレートからROPSを取り出す。

3. 機体の左右にあるポケットに ROPS を差し込
み、ボルト（1/2 x 3-3/4 インチ）4本とフ
ランジナット4本（1/2 インチ）で固定する
（図 3）。

g014601

1

2

3
図図図 333

1. ROPS バー 3. フランジナット（1/2 インチ）

2. ボルト（1/2 x 3-3/4 インチ）

4. 136-149Nm にトルク締めする。

2
運運運転転転席席席ををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 運転席

1 シート用ワイヤハーネス

手手手順順順

注注注 運転席を前位置に取り付けたい場合、前方の取り
付け穴に取り付けると、そこから 7.6cm の前後調
整ができます；後方の取り付け穴に取り付けると、
そこから 7.6cm の前後調整ができます。

1. シートスライドを固定しているラグボルトを
外して廃棄し、出荷用のひも類を切断する。

2. 出荷用ブラケットからボルト（5/16 x 3/4 イ
ンチ）（4本）と、ワッシャを外し、ブラケッ
トを廃棄する。

3. 先ほど外したボルト（4本）とワッシャを使っ
て運転席をシートベースに取り付ける（図
4）。

図図図 444

1. 運転席 3. ワッシャ

2. 座席ベース 4. ボルト（5/16 x 3/4 インチ）

4. 運転席の右側にあるメインワイヤハーネスの
コネクタを、運転席についているワイヤハー
ネスに接続する。

5. 運転席のワイヤハーネスを運転席に沿って配
設（運転席を前後に移動させたときにハーネ
スが挟まれないように注意）し、運転席の底
部にあるポートに接続する。
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3
ハハハンンンドドドルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ハンドル

1 ロックナット（1-1/2 インチ）

1 ワッシャ

1 ハンドルのキャップ

手手手順順順
1. ハンドルをステアリングシャフトにはめ込

む (図 5)。

g014687

1

3
4

2

図図図 555

1. ハンドル 3. ジャムナット

2. ワッシャ 4. キャップ

2. ワッシャをステアリングシャフトにはめ込む
（図 5）。

3. ジャムナットでハンドルを固定し、27-35 N.m
= 2.8-3.6 kg.m = 20-26 ft-lb）にトルク締め
する（図 5）。

4. キャップを取り付け、ねじで固定する（図
5）。

4
バババッッッテテテリリリーーー液液液ををを入入入れれれててて充充充電電電すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

バッテリーに補給する電解液は必ず比重 1.265 の
ものを使用してください。

1. 固定具とバッテリークランプを外してバッテ
リーを取り出す。

重重重要要要 機機機体体体にににバババッッッテテテリリリーーーををを載載載せせせたたたままままままででで電電電解解解液液液
ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。電電電解解解液液液がががこここぼぼぼれれれたたた場場場
合合合、、、機機機体体体ががが激激激しししくくく腐腐腐食食食しししままますすす。。。

2. バッテリーの上部をきれいに拭い、キャップ
を取り外す (図 6)。

図図図 666

3. 各セルの電極板が液面下 6mm程度に水没する
まで、電解液を慎重に入れる（図 7）。

図図図 777

1. 電解液

4. 電極板が液を吸収するまで20-30分間程度待
つ。必要に応じて、電極板が 6 mm程度水没す
るぐらいに電解液を補充する（図 7）。

警警警告告告

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに
火火火気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

5. 充電器に接続し、充電電流を 2～4 A にセット
する。2Aで4時間、または4Aで2時間充電し、
電解液の比重が1.250以上（標準液温16℃以
上）になって全部の電極板から泡が出ていれ
ば充電終了である。
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6. 充電が終わったらチャージャをコンセントか
ら抜き、バッテリー端子からはずす。

注注注 最初の充電以後は、バッテリー液が不足
した場合には蒸留水以外補給しないでくださ
い。この機械に使用しているバッテリーはメ
ンテナンスフリーですので、通常は水の補給
もほとんど必要ありません。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品やややトトトラララクククタタタののの
金金金属属属部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火
花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆
発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行
うううととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせ
ななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電解解解液液液充充充填填填ととと初初初期期期充充充電電電ををを適適適
切切切ななな方方方法法法ででで行行行わわわななないいいととと、、、バババッッッテテテリリリーーーかかかららら
ガガガスススががが発発発生生生しししたたたりりり、、、バババッッッテテテリリリーーーののの寿寿寿命命命ががが
短短短くくくなななっっったたたりりりすすするるる。。。

7. バッテリートレイの上にバッテリーを置き、先
ほど取り外したクランプと固定具で固定する。

8. 赤いプラス（＋）ケーブルをバッテリーのプ
ラス（＋）端子に、黒いマイナス（－）ケー
ブルはバッテリーのマイナス（－）端子には
め、ボルトとナットで固定する（図 8）。
ショート防止のために（＋）端子にゴムキャッ
プをかぶせる。

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

図図図 888

1. マイナス（－）

2. プラス（＋）

5
オオオイイイルルルクククーーーラララ（（（オオオプププシシショョョンンン）））ををを取取取りりり
付付付けけけるるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

外気温度が29℃を超えるような高温地域や、グリー
ンの刈り込み以外の作業（フェアウェイの刈り込
み、バーチカット作業など）に使用される場合に
は、油圧オイルクーラ・キット（P/N 119-1691）
を取り付けてください。
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6
集集集草草草バババスススケケケッッットトト用用用フフフッッックククををを取取取りりり付付付
けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

6 集草バスケット用フック

12 フランジボルト

手手手順順順

フランジボルト（全部で12本）を使って、サスペン
ションアームのバーの端部に集草バスケット用フッ
ク（全部で6個）を取り付けます（図 9）。

図図図 999

1. フランジボルト 3. サスペンションアームの
バー

2. 集草バスケット用フック

7
カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ゲージバー

3 カッティングユニット（モデル 04613, 04614 または 04615）

3 集草バスケット

手手手順順順

注注注 カッティングユニットの整備（研磨、刈高調整な
ど）を行う場合には、そのカッティングユニットの

リールモータを、サスペンションアームの前部にあ
る一時保管位置にセットしておくと、誤って破損さ
せるなどの事故を防止することができます。

重重重要要要 リリリーーールルルモモモーーータタタをををホホホルルルダダダーーー（（（保保保管管管位位位置置置）））ににに入入入れれれ
たたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「「「移移移動動動走走走行行行」」」位位位置置置にににししし
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタタやややホホホーーースススががが破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれ
がががああありりりままますすす。。。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを傾傾傾けけけてててベベベッッッドドドナナナイイイフフフ
とととリリリーーールルルががが見見見えええるるるよよようううにににすすするるる際際際にににははは、、、ベベベッッッドドドバババーーー
調調調整整整ネネネジジジががが床床床ややや作作作業業業台台台ににに押押押ししし付付付けけけららられれれるるるここことととのののななな
いいいよよよううう、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト後後後部部部ににに支支支えええををを入入入れれれ
ててて浮浮浮かかかせせせてててくくくだだださささいいい（（（図図図 101010）））。。。

g014596 1

2

2

図図図 101010

1. ここを支える（支えは図示
せず）

2. ベッドバー調整ネジ（2）

注注注 どのカッティングユニットも、カウンタウェイト
を右側に、そしてリールモータと駆動カップラを左
側に取り付けて出荷しています。

1. 駆動カップラの内側面にグリスを塗る。

2. カッティングユニットの前ローラはオプション
なので出荷時に取り付けられていない。ロー
ラ（モデル No. 04625, 04626 または 04627）
を代理店から購入する。 ローラに付属の説
明書に従い、カッティングユニットの付属部
品を使って、ローラをカッティングユニット
に取り付ける。

3. 中央カッティングユニットを取り付ける時は、
フットレストを跳ね上げて取り付け位置への
アクセスを確保する（図 11）。

注注注意意意

フフフッッットトトレレレススストトトががが閉閉閉じじじるるるととと、、、指指指ををを挟挟挟まままれれれるるる恐恐恐
れれれがががあああるるる。。。

開開開いいいててていいいるるるフフフッッットトトレレレススストトトががが急急急ににに閉閉閉じじじててて、、、指指指
ががが挟挟挟まままれれれななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。
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g0146021

2

図図図 111111

1. フットレスト： 閉じた状態 2. フットレスト： 開いた状態

4. サスペンションアームの下にカッティングユ
ニットを置く。

5. サスペンションアームのバーについているラッ
チを上向き（開いた状態）にして(図 12）、サ
スペンションアームを押し下げて、バーを、
カッティングユニットのバーの上に被せるよ
うにする（図 13）。

g014609
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図図図 121212

1. ラッチ：閉じた位置 3. ラッチ：開いた位置

2. サスペンションアームの
バー

g01461 1
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図図図 131313

1. サスペンションアームの
バー

2. カッティングユニットのバー

6. ラッチを下げて閉じるとカッティングユニッ
トのバーがロックされてユニットがアームに
セットされる（図 12）。

注注注 ラッチが正しくロックされると、「カ
チッ」という音が聞こえます。

7. カッティングユニット用モータのスプライン
シャフトにきれいなグリスを塗りつける（図
14）。

8. モータを、カッティングユニットの左側（運
転席から見て）に取り付け、カッティングユ
ニットについているモータ固定バーを、モー
タの上から被せるようにセットし、モータの
左右から「カチッ」というロック音が聞こえ
るまで押し下げる（図 14）。

g014690
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2 3

4

図図図 141414

1. リールモータ 3. 差し込み穴

2. スプラインシャフト 4. モータ固定バー

9. サスペンションアームについているバスケッ
ト用フックに集草バスケットを取り付ける。

10. 残りのカッティングユニットにも同作業を行
う。
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8
後後後部部部ウウウェェェイイイトトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ウェイトキット 119-7129（別途購入のこと）

手手手順順順

本機は、ウェイトキット 119-7129 を取り付けるこ
とにより、ANSI B71.4-2004 および EN 836 規格 に
適合します。

9
EUEUEU 用用用ススステテテッッッカカカーーーををを貼貼貼りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 警告ステッカー 117-9537

手手手順順順

本機を EU 諸国内で使用する場合には、警告ステッ
カー 117-9537 を、英語のステッカー 117-9536 の
上から貼り付けてください。

製製製品品品ののの概概概要要要

g014674
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図図図 151515

1. エンジン 5. ハンドル

2. ROPS バー 6. 走行ペダル

3. コントロールパネル 7. フットレスト

4. 運転席 8. カッティングユニット

各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル（図 16）には3つの機能があります：
前進走行、後退走行、それに停止です。右足のつま
先とかかとを使います：ペダル前部を踏み込むと前
進、後部を踏み込むと後退です。前進中に後退位置
に踏み込むと素早く停止することができます。ペダ
ルから足をはなせばニュートラル位置となり、車両
は停止します。足を休めるつもりで前進中にかかと
をペダル後部に乗せないでください（図 17）。
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g014603

1

2

3

図図図 161616

1. 走行ペダル：前進用 3. ステアリングアーム・ロック
ベダル

2. 走行ペダル：後退用

図図図 171717

ススステテテアアアリリリンンングググアアアーーームムム・・・ロロロッッックククベベベダダダルルル

このペダル（図 16）を踏むとステアリングアーム
の高さを調整できるようになります；使いやすい
高さに調整できたらペダルから足を離せばアーム
は再びロックされます。

スススロロロッッットトトルルルコココンンントトトロロローーールルル

スロットルコントロール（図 18）は、エンジンの
回転速度をコントロールします。スロットルコント
ロールをFast方向へ動かすとエンジンの速度が上が
り、Slow方向に動かすとエンジンの速度が下がりま
す。走行速度は以下の通りです：

• 刈り込み時前進速度： 3.2～8km/h

• 最大移動走行速度：16 km/h

• 後退速度：4.0 km/h

注注注 スロットルコントロールでエンジンを停止させる
ことはできません。
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図図図 181818

1. 始動スイッチ 5. スロットルコントロール

2. チョーク 6. 整備時期表示ランプ

3. モードレバー 7. エンジンオイル圧警告灯

4. ジョイスティック（カッティン
グユニット操作レバー）

8. オイル漏れ警告ランプ

チチチョョョーーーククク

低温時のエンジン始動には、チョーク（図 18）を
引いてON 位置とします（チョークを閉じる）。エ
ンジンが始動したら、エンジンがスムーズに回転を
続けられるように調整してください。なるべく早く
Open 位置に戻すようにしてください。エンジンが
温かい時にはチョーク操作は不要です｡

ジジジョョョイイイススステテティィィッッッククク（（（カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト操操操作作作
レレレバババーーー）））

このレバー（図 18）を前に倒すとリールが下降し
て回転を開始します。後ろに引くとリールは上昇し
て停止します。後ろに軽く引いて手を放すとリール
の回転だけを止めることができます。前に軽く倒
せばリールは回転を開始します。

モモモーーードドドレレレバババーーー

モードレバー（図 18）は、2種類の走行モード
位置とニュートラル位置とがあります。走行中に
「芝刈り走行」から「移動走行」へ、またその逆へ
（ニュートラルで止めずに）切り替えることができ
ます。機械に悪影響が出ることはありません。

• 後ろ位置：ニュートラル及びバックラップ位置

• 中央位置：芝刈り位置

• 前位置：移動走行位置
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始始始動動動スススイイイッッッチチチ

スイッチ（図 18）にキーを差し込んで右いっぱい
（Start 位置）に回すとエンジンが始動します。エ
ンジンが始動したらキーから手を放すと、キーは自
動的に｢ON」位置に動きます。エンジンを停止する
ときは、キーを左に回して「OFF」位置にします。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルル圧圧圧警警警告告告灯灯灯

エンジンオイル圧力ランプ（図 18）はエンジンオ
イルの圧力が異常に低下すると点灯します。

故故故障障障表表表示示示ララランンンプププ

故障表示ランプ（図 18）は、センサーが何らかの
異常を検知したときに点灯します。万一このランプ
が点灯したら、本機の使用を中止し、安全な場所へ
移動して点検・故障診断を受けてください。故障表
示ランプおよび故障診断システムについてのさらに
詳しい情報は、 故障表示ランプが点灯した場合処
置 (ページ 41) に掲載されています。

オオオイイイルルル漏漏漏れれれ警警警告告告ララランンンプププ

油圧オイルタンク内部のオイルの量が低下するとこ
のランプが点灯し、ブザーが鳴って警告します。
リークディテクタの作動確認 (ページ 25)を参照し
てください。.

アアアワワワーーーメメメーーータタタ

アワーメータ(図 19)は、本機の積算運転時間を表
示します。始動スイッチをON 位置にすると作動を
開始します。

g014600
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図図図 191919

1. アワーメータ

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキレレレバババーーー

ブレーキレバー（図 20）を引き上げると駐車ブ
レーキがかかります。レバー押し下げれば解除され
ます。本機を離れるときには必ず駐車ブレーキを
掛けてください。

g01461 0

図図図 202020

バババッッックククラララッッップププ･･･レレレバババーーー

運転席左のプラスチック製カバーの下にあります。
バックラップ･レバー（図 21）は、回転許可・禁止
レバー（ジョイスティック）およびリール回転速
度コントロールと連動し、リールをバックラップ
するときに使用します。

g014620
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図図図 212121

1. バックラップ・レバー：刈り
込み位置

2. バックラップ・レバー：バッ
クラップ位置

リリリーーールルル速速速度度度コココンンントトトロロローーールルル

運転席左のプラスチック製カバーの下にあります。
リール速度コントロール（図 22）は、リールの
回転速度を調整します。
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g014623

1

図図図 222222

1. リール速度コントロール

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席の右前角部にあり（図 23）、運転席の前後
位置の調整を行うことができます。

注注注 座席の位置の調整範囲が足りない場合には、座席
をベースに固定しているボルト 4 本を外して、さ
らに前または後ろの取り付け穴に座席を取り付け
直してください。

g014628

1

図図図 232323

1. 座席調整ハンドル

燃燃燃料料料バババルルルブブブ

格納時やトレーラなどで長距離を輸送する場合に
は、運転席下の燃料タンク下部にある燃料バルブ
（図 24）を閉じてください。

g01462 6

1

図図図 242424

1. 燃料バルブ（燃料タンクの下）

仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があ
ります。

刈幅 151cm

ホイールトレッド 128cm

ホイールベース 119cm

全長（バスケットを含む） 249cm

全幅 179cm

全高 205cm

純重量（8 枚刃ユニット搭載時） 633kg

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセ
サリがそろっており、マシンの機能をさらに広げ
ることができます。 詳細は弊社の正規サービス
ディーラ、または代理店へお問い合わせください。
www.Toro.com でもすべての認定アタッチメントとア
クセサリをご覧になることができます。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに掲載されている安全上の注意事項
をきちんと読んでください。オペレータや周囲の人
を事故から守る重要な情報が掲載されています。

目、耳、手足などに対する防護を行うことをお奨
めします。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、
初回運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認
してください。油量は約1.65 リットル（フィル
タ共）です。

オイルは、API（米国石油協会）のSG，SH, SJ また
はそれ以上のグレードのものを使用します。オイル
の粘度（重量）はSAE 30 です。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ディップスティックを回して抜き､ウェスで
一度きれいに拭く。

3. ディップスティックを、チューブの根元まで
もう一度しっかりと差し込む（図 25）。

図図図 252525

1. ディップスティック 2. 給油口キャップ

4. 首から引き抜いて油量を点検する。

5. オイルの量が不足している場合は、バルブカ
バーについている補給口のキャップを取り、
ディップスティックの FULL マークまで補給
する。補給するときは､ディップスティックで
確認しながら少量ずつ入れてください｡入入入れれれ
すすすぎぎぎななないいいこここととと。。。

重重重要要要 オオオイイイルルル量量量ははは８８８運運運転転転時時時間間間ごごごととと又又又ははは毎毎毎日日日点点点検検検
しししてててくくくだだださささいいい。。。

6. ディップスティックをしっかりと取り付ける。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料

• 機械の性能を最も良く発揮させるために、オク
タン価87以上の、きれいで新しい（購入後30日
以内）無鉛ガソリンを使ってください（オクタ
ン価評価法は(R+M)/2 を採用）。

• エエエタタタノノノーーールルル：：：エタノールを添加（10% まで）した
ガソリン、MTBE（メチル第3ブチルエーテル）添
加ガソリン（15% まで）を使用することが可能で
す。エタノールとMTBEとは別々の物質です。エ
タノール添加ガソリン（15% 添加=E15）は使用で
きません。絶絶絶対対対ににに使使使用用用しししてててはははいいいけけけななないいいもももののの エタ
ノール含有率が 10% を超えるガソリン（たとえ
ば E15（含有率 15%）、E20（含有率 20%）、E85
（含有率 85%））。これらの燃料を使用した場合
には性能が十分に発揮されず、エンジンに損傷が
発生する恐れがあり、仮にそのようなトラブル
が発生しても製品保証の対象とはなりません。

• メタノールを含有するガソリンは使使使用用用ででできききままませせせ
んんん。

• 燃料タンクや保管容器でガソリンを冬冬冬越越越しししさささせせせ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。 冬越しさせる場合には必ずス
タビライザ（品質安定剤）を添加してください。

• ガソリンにオオオイイイルルルををを混混混合合合しししななないいいでででくくくだだださささいいい。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええたたた
状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• 箱箱箱型型型トトトレレレーーーラララににに本本本機機機ををを搭搭搭載載載しししたたた状状状態態態でででははは、、、
絶絶絶対対対ににに本本本機機機へへへののの燃燃燃料料料補補補給給給をををしししてててはははななならららななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを補補補
給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約25mm25mm25mm下下下のののレレレ
ベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれははは、、、温温温度度度ががが
上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたととときききにににあああふふふれれれななないいい
よよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたためめめででであああるるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器ににに
入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管すすするるる。。。
303030日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

••• 運運運転転転時時時にににははは必必必ずずず適適適切切切ななな排排排気気気シシシススステテテムムムををを取取取りりり
付付付けけけ正正正常常常ななな状状状態態態ででで使使使用用用すすするるる。。。
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危危危険険険

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリンンンににに
引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすす
るるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• ガガガソソソリリリンンン容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに
直直直接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器にににガガガソソソリリリンンンををを補補補給給給ししし
ななないいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃げげげ
場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、車車車輪輪輪
ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわなななけけけ
れれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルル
かかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけれれれ
ばばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料タタタンンンククク
ののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを行行行ううう。。。

1. 燃料キャップ（図 26）の周囲をきれいに拭
いてキャップ外す。

図図図 262626

1. 燃料タンクのキャップ

2. 燃料を補給する時は、タンク上面から約 25mm
下のレベルを超えて給油しない。

これは、温度が上昇して燃料は膨張したとき
にあふれないように空間を確保するためであ
る。燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。

注注注 燃料タンク容量は約 26.6 リットルです。

3. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。
こぼれたガソリンはふき取る。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
油圧オイルタンクには約 25.7 リットルの高品質油
圧オイルを満たして出荷しています。毎日の使用前
に、油圧オイルタンクの前面にある白い樹脂製の
点検窓（運転席の後ろ左側）から、タンク内にあ
るオイルの量を点検してください。点検窓の2本の
線の間までオイルがあることが必要です；不足し
ている場合には、以下の説明に従って適切なオイ
ルを補給してください：

推推推奨奨奨ささされれれるるる油油油圧圧圧オオオイイイルルル

推奨オイルの銘柄を以下に示します：

オオオーーールルルシシシーーーズズズンンン用用用 ToroToroToro プププレレレミミミアアアムムム油油油圧圧圧オオオイイイルルルを販売していま
す（19 リットル缶または 208 リットル缶）。パーツカタログまた
は代理店でパーツ番号をご確認ください。

代替製品： Toro のオイルが入手できない場合は、
以下に挙げる特性条件および産業規格を満たすオイ
ルを使用することができます。合成オイルの使用は
お奨めできません。オイルの専門業者と相談の上、
適切なオイルを選択してください：

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお
使い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス／／／低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作動動動液液液,,,
ISOISOISO VGVGVG 464646

物性：

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44 - 48
cSt @ 100°C 7.9-8.5

粘性インデックス ASTM D2270 140-160

流動点, ASTM D97 -37°C～-45°C

産業規格：

ヴィッカース I-286-S （品質レベル）, ヴィッカース M-2950-S
（品質レベル）, デニソン HF-0

重重重要要要 ISOISOISO VGVGVG 464646 マママルルルチチチグググレレレーーードドド･･･オオオイイイルルルははは、、、広広広いいい温温温
度度度範範範囲囲囲ででで優優優れれれたたた性性性能能能ををを発発発揮揮揮しししままますすす。。。通通通常常常ののの外外外気気気温温温ががが
高高高いいい（（（18℃18℃18℃～～～49℃49℃49℃））） 熱熱熱帯帯帯地地地方方方でででははは、、、ISOISOISO VGVGVG 686868 オオオイイイ
ルルルのののほほほうううががが適適適切切切ととと思思思わわわれれれままますすす。。。

プププレレレミミミアアアムムム生生生分分分解解解油油油圧圧圧オオオイイイルルル ——— MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn
46H46H46H

重重重要要要 MobilMobilMobil EALEALEAL EnviroSynEnviroSynEnviroSyn 46H46H46H ははは、、、トトトロロロ社社社がががこここののの製製製
品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオイイイルルルででですすす。。。
こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用しししててていいいるるるエエエ
ラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな温温温度度度帯帯帯
でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱物物物性性性オオオ
イイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性ををを確確確保保保
ししし、、、オオオイイイルルルそそそのののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるるたたた
めめめにににははは、、、通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええ
ててて使使使用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルル
ははは、、、モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 191919 リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは208208208
リリリッッットトトルルル缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

重重重要要要 多多多くくくののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルはははほほほとととんんんどどど無無無色色色透透透明明明ででであああ
りりり、、、そそそのののたたためめめオオオイイイルルル洩洩洩れれれののの発発発見見見ががが遅遅遅れれれがががちちちででですすす。。。
油油油圧圧圧オオオイイイルルル用用用ののの着着着色色色剤剤剤（（（20ml20ml20ml 瓶瓶瓶）））をををおおお使使使いいいいいいたたただだだ
くくくととと便便便利利利ででですすす。。。111瓶瓶瓶ででで 15-2215-2215-22 リリリッッットトトルルルのののオオオイイイルルルににに
使使使用用用ででできききままますすす。。。パパパーーーツツツ番番番号号号ははは P/NP/NP/N 44-250044-250044-2500。。。ごごご注注注
文文文ははは ToroToroToro 代代代理理理店店店へへへ。。。こここののの着着着色色色剤剤剤ははは、、、生生生分分分解解解オオオイイイ
ルルルにににははは使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。生生生分分分解解解オオオイイイルルルにににははは食食食用用用色色色
素素素をををおおお使使使いいいくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 使使使用用用すすするるる油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの種種種類類類ににに関関関わわわりりりなななくくく、、、グググ
リリリーーーンンン外外外ののの刈刈刈りりり込込込みみみやややバババーーーチチチカカカッッットトト作作作業業業なななどどどののの高高高負負負
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荷荷荷作作作業業業、、、あああるるるいいいははは外外外気気気温温温度度度ががが29℃29℃29℃ををを超超超えええるるるよよようううななな高高高
温温温地地地域域域ででで使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルクククーーーラララ・・・
キキキッッットトト（（（P/NP/NP/N 117-9314117-9314117-9314）））ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい；；；555
オオオイイイルルルクククーーーラララ（（（オオオプププシシショョョンンン）））ををを取取取りりり付付付けけけるるる (((ペペペーーー
ジジジ 151515)))をををごごご覧覧覧くくくだだださささいいい。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの点点点検検検ととと補補補給給給ををを行行行ううう
1. 平らな場所に駐車する。エンジンもオイルも

冷えていることを確認する。

2. タンクからキャップを取る（図 27）。

図図図 272727

1. 油圧オイルタンクのキャップ

2. ブリーザ

3. 適切な銘柄のオイルを、ゆっくりと、油圧オ
イルタンクの白い点検窓の FULL マークの高さ
まで補給する。入れすぎないこと。

重重重要要要 油油油圧圧圧回回回路路路ののの汚汚汚染染染ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、オオオイイイルルル
ののの缶缶缶ををを開開開けけけるるる前前前ににに、、、缶缶缶のののふふふたたたののの表表表面面面をををきききれれれににに
拭拭拭っっってててくくくだだださささいいい。。。まままたたた、、、給給給油油油ホホホーーースススやややロロローーートトト
なななどどどももも汚汚汚れれれがががななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

4. タンクにキャップを取り付ける。こぼれたオ
イルはふき取る。

重重重要要要 初初初めめめてててののの運運運転転転ののの前前前にににははは必必必ずずず油油油量量量ををを確確確認認認ししし､､､
そそそののの後後後ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい｡｡｡

リリリーーールルルとととベベベッッッドドドナナナイイイフフフののの摺摺摺りりり合合合わわわ
せせせををを点点点検検検すすするるる
前日の調子に関係なく、毎日、芝刈り作業を行う前
に、各カッティングユニットのリールとベッドナイ
フの接触状態を点検してください。リールと下刃の
全長にわたって軽い接触があれば適正です｡（カッ
ティングユニットのオペレーターズマニュアルの
｢リールと下刃の調整｣の項を参照してください｡)

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
タイヤは空気圧を高めに設定して出荷しています。
運転前に正しいレベルに下げてください。

前タイヤの空気圧はターフのコンディションに合
わせて適宜変えてください：適正範囲の最低値は
83kPa、最高値は 110kPaです。

後輪の最低値は 83kPa、最高値は 110kPaです。

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検すすするるる

警警警告告告

適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落ややや破破破損損損かかか
ららら人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

運運運転転転開開開始始始かかかららら1-41-41-4時時時間間間後後後ににに111回回回ととと101010時時時間間間後後後にににももも
ううう111回回回、、、ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルククク締締締めめめををを行行行ううう；；；
トトトルルルククク値値値ははは 94.494.494.4～～～122Nm122Nm122Nm。。。そそそののの後後後ははは 200200200 運運運転転転
時時時間間間ごごごとととににに締締締めめめ付付付けけけををを行行行ううう。。。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
慣らし運転期間中のオイル交換や初期整備作業に
ついては、機械に付属のエンジンマニュアルを参
照してください。

運転開始直後の8 時間を試運転期間とします。

この期間中の取り扱いは、本機のその後の信頼性
を確保する上で非常に重要ですから、各機能や動
作を入念に観察し、小さな異常でも早期に発見・
解決しておいてください。また、この期間中はオ
イル漏れや部品のゆるみの点検を頻繁におこなっ
てください。

ブレーキの性能を最大限に発揮させるために、実
際の使用前にブレーキの「慣らし掛け」をしてお
いてください。まずブレーキを十分に掛けた状態
から、本機を芝刈り速度で運転し、臭いがするま
でブレーキを加熱させます。この後、必要に応じ
てブレーキを調整してください； ブレーキの調
整 (ページ 38)を参照。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
注注注 芝刈機の下に物が落ちていないか確認してくだ
さい。

1. 着席し、駐車ブレーキをロックし、モードレ
バーをニュートラル位置にし、芝刈りレバー
が解除になっていることを確認する。

2. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュート
ラル位置にあることを確認する。

3. チョークを引いて 閉位置にし（エンジンが冷
えている時）、スロットルレバーは中間位置
にセットする。
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4. キーを差し込んで右に回し、エンジンを始動
させる。エンジンが始動したら、エンジンが
スムーズに回転を続けられるように調整して
ください。なるべく早く OFF 位置に戻すよう
にすしてください。エンジンが温かい時には
チョークは不要です｡

5. エンジン始動後、以下を点検する：

A. スロットルをFAST 位置に動かし、芝刈り
レバーを前に倒してみる。全部のカッティ
ングユニットが降下・回転すれば正常。

B. 芝刈りレバーを後ろに引いてみる。カッ
ティングユニットが停止し、一番上（移
動位置）まで上昇すれば正常。

C. 機体が動かないようにブレーキを掛けた
状態で、走行ペダルを前進側と後退側に
踏み込んでみる。

D. 上記を約1～2分間行う。モードレバーを
ニュートラル位置に戻して駐車ブレーキ
を掛け、エンジンを停止する。

E. オイル漏れがないか点検する。あれば各
部の接続を点検する。オイル漏れが止まら
ない場合には、トロ社代理店に連絡し必
要に応じて部品交換などの措置を行う。

重重重要要要 慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間中中中ははは、、、モモモーーータタタやややホホホ
イイイーーールルルのののシシシーーールルルかかかららら、、、短短短期期期間間間、、、ごごごくくく少少少量量量
のののオオオイイイルルルがががにににじじじむむむここことととがががああありりりままますすす。。。こここれれれ
はははシシシーーールルルににに適適適切切切ななな潤潤潤滑滑滑ををを与与与えええるるるたたためめめででであああ
りりり、、、異異異常常常ででではははああありりりままませせせんんん。。。

注注注 マシンが新しく、ベアリングやリー
ルがまだ十分になじんでいない間は、ス
ロットルを高速にセットした状態でこの
点検を行う必要があります。慣らし運転
期間終了後は回転速度を下げて点検でき
るようになります。

イイインンンタタタロロロッッックククシシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる

注注注意意意

イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチははは安安安全全全装装装置置置でででああありりり､､､こここれれれ
ををを取取取りりり外外外すすすととと予予予期期期せせせぬぬぬ人人人身身身事事事故故故ががが起起起こここりりり得得得るるる。。。

••• イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチをををいいいたたたずずずらららしししななないいい。。。

••• 作作作業業業前前前にににイイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動作作作ををを点点点検検検
ししし、、、不不不具具具合合合がががあああれれればばば作作作業業業前前前ににに交交交換換換修修修理理理すすするるる。。。

インタロックシステムは、オペレータやマシンに
潜在的な危険が存在する状態では運転操作をでき
ないようにしています。

安全のために、以下の条件がそろわないとエンジン
を始動できないようになっています：

• 走行ペダルがニュートラルにセットされている。

• モードレバーがニュートラルにセットされてい
る。

走行許可条件：

• 駐車ブレーキが解除されている。

• オペレータが運転席に着席している。

• モードレバーが刈り込み位置か移動走行位置
にセットされている。

また、「芝刈り」位置以外ではリールの回転を停
止させます。

以下の要領で、毎日インタロックの動作を確認し
てください：

1. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。この状
態で走行ペダルを踏んでみる。インタロックに
よりペダルが動かないのが正常。動くのはイン
タロックの故障であるから直ちに修理する。

2. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。この
状態からモードレバーを「芝刈り」または
「移動」走行位置に切り換えてエンジンを始
動してみる。エンジンが始動できないのが正
常。動くのはインタロックの故障であるから
直ちに修理する。

3. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。この
状態からモードレバーを「芝刈り」または
「移動」走行位置に切り換える。エンジンが
停止すれば正常。動くのはインタロックの故
障であるから直ちに修理する。

4. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。エンジ
ンを掛ける。この状態からモードレバーを「芝
刈り」走行位置に切り換え、運転席から立ち上
がる。エンジンが停止すれば正常。動くのはイ
ンタロックの故障であるから直ちに修理する。

5. 着席し、走行ペダル「ニュートラル」位置、
モードレバー｢ ニュートラル」位置、駐車ブ
レーキが掛かっていることを確認する。エンジ
ンを掛ける。この状態から芝刈りレバーを「芝
刈り」位置に切り換えてカッティングユニット
を降下させる。カッティングユニットが降下
しても回転しないのが正常。回転するのはイ
ンタロックの故障である。正しく修正する。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの作作作動動動確確確認認認
リークディテクタシステムは、油圧作動油のリーク
を早期に発見し、オペレータに知らせます。メイン
タンクの中のオイルの量が 118～177ml 少なくなる
と、タンク内部にあるフロートスイッチが作動しま
す。１秒後にアラームが作動してオペレータに異常
の発生を知らせます（図 30）。油圧オイルは運転
中の温度上昇によって膨張しますが、この膨張分は
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補助タンクに逃がされ、主タンク内のオイルレベル
は常に一定に保持されます。始動スイッチをOFF に
するとオイルは主タンクに戻ってきます。

G020735

図図図 282828

始動前（オイルは低温）

1. ブリーザキャップ 5. 電磁リターンバルブは開い
ている

2. 補給管 6. フロートが浮いてスイッチ
は開いている

3. オーバーフローチューブ 7. アラームは鳴らない。

4. 点検窓 8. オイルレベル（低温時）

G020736

図図図 292929

通常状態（オイルは高温）

1. 電磁リターンバルブは開い
ている

3. 警告ブザー

2. フロートが浮いてスイッチ
は開いている

4. オイルレベル（高温時）

G020737

図図図 303030

オイル漏れ発生時！

1. フロートが下がって
スイッチが閉じる
オイル量が118～177ml
減少する。

3. オイルレベル（高温時）

2. 警告ブザー

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの動動動作作作ををを確確確認認認すすするるる

1. 始動キーをON 位置にセットする。エンジンは
始動させない。

2. 油圧オイルタンクのキャップを取り、スト
レーナを抜き取る。

3. 汚れのない棒やドライバを差し込んで、フロー
トを軽く押さえてやる（図 31）。１秒後にア
ラームが鳴れば正常である。

図図図 313131

1. 汚れのない棒やドライバ 3. 警告ブザー

2. フロートを軽く押さえる

4. フロートから手を離す。アラームが停止する。
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5. ストレーナとキャップを元通りに取り付け、
始動キーをOFF 位置にもどして終了。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの取取取りりり付付付けけけととと
取取取りりり外外外ししし

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり付付付けけけるるる

1. フットレストを跳ね上げて開き、中央カッ
ティングユニット取り付け位置へのアクセス
を確保する（図 32）。

注注注意意意

フフフッッットトトレレレススストトトががが閉閉閉じじじるるるととと、、、指指指ををを挟挟挟まままれれれるるる恐恐恐
れれれがががあああるるる。。。

開開開いいいててていいいるるるフフフッッットトトレレレススストトトががが急急急ににに閉閉閉じじじててて、、、指指指
ががが挟挟挟まままれれれななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。
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図図図 323232

1. フットレスト： 閉じた状態 2. フットレスト： 開いた状態

2. 中央サスペンションアームの下にカッティン
グユニットを置く。

3. サスペンションアームのバーについているラッ
チを上向き（開いた状態）にして(図 33）、サ
スペンションアームを押し下げて、バーを、
カッティングユニットのバーの上に被せるよ
うにする（図 34）。

g014609
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図図図 333333

1. ラッチ：閉じた位置 3. ラッチ：開いた位置

2. サスペンションアームの
バー

g01461 1
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図図図 343434

1. サスペンションアームの
バー

2. カッティングユニットのバー

4. ラッチを下げて閉じるとカッティングユニッ
トのバーがロックされてユニットがアームに
セットされる（図 33）。

注注注 ラッチが正しくロックされると、「カ
チッ」という音が聞こえます。

5. カッティングユニット用モータのスプライン
シャフトにきれいなグリスを塗りつける（図
35）。

6. モータを、カッティングユニットの左側（運
転席から見て）に取り付け、カッティングユ
ニットについているモータ固定バーを、モー
タの上から被せるようにセットし、モータの
左右から「カチッ」というロック音が聞こえ
るまで押し下げる（図 35）。
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図図図 353535

1. リールモータ 3. 差し込み穴

2. スプラインシャフト 4. モータ固定バー

7. サスペンションアームについているバスケッ
ト用フックに集草バスケットを取り付ける。

8. 残りのカッティングユニットにも同作業を行
う。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを取取取りりり外外外すすす

1. 清潔で平らな場所でカッティングユニットを
完全に降下させてサスペンションの油圧が完
全に開放された状態にし、エンジンを停止
し、駐車ブレーキを掛ける。

2. リールモータのスロットに嵌っているモータ
固定バーを、スロットからカッティングユ
ニット側に押し出すようにして外し、モータ
を取り外す。
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図図図 363636

1. リールモータ 2. モータ固定バー

3. 外したモータは、サスペンションアームの前
部にある一時保管位置にセットしておく（図
37）。

g014608

図図図 373737

注注注 カッティングユニットの整備（研磨、刈高
調整など）を行う場合には、そのカッティン
グユニットのリールモータを、サスペンショ
ンアームの前部にある一時保管位置にセット
しておくと、誤って破損させるなどの事故を
防止することができます。

重重重要要要 リリリーーールルルモモモーーータタタをををホホホルルルダダダーーー（（（保保保管管管位位位置置置）））ににに
入入入れれれたたたままままままでででサササスススペペペンンンシシショョョンンンををを「「「移移移動動動走走走行行行」」」位位位
置置置にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。モモモーーータタタやややホホホーーースススががが破破破
損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッッ
トトトををを取取取りりり付付付けけけななないいい状状状態態態でででトトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッッ
トトトををを移移移動動動さささせせせなななけけけれれればばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、
ケケケーーーブブブルルルタタタイイイでででモモモーーータタタををを固固固定定定しししてててくくくだだださささいいい。。。

4. 取り外したいカッティングユニットのサスペ
ンションアームのバーについているラッチを
開く（図 33）。

5. カッティングユニットのバーからラッチを外
す。

6. サスペンションアームの下からカッティング
ユニットを引き出す。
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7. 必要に応じて、残りのカッティングユニット
にも2から6までの作業を行う。

リリリーーールルル回回回転転転速速速度度度ののの設設設定定定ををを行行行ううう
一定で、クオリティの高いカットを行い、均一な刈
り上がり（見栄え）を作るには、リール速度コント
ロール（運転席左側のカバーの下にあるマニホル
ドブロックについている）を正しく設定しておく
必要があります。

調整は以下の手順で行います：

1. カッティングユニットを希望の刈高にセット
する。

2. 刈り込み条件に最も適した刈り込み速度を決
める。

3. リールの刃数（5, 8, 11, 14）合ったグラフ
（図 38 を参照）を利用して、希望する刈高に
合ったリール回転速度を探し出します。

g014736

図図図 383838

4. リールの速度を設定するには、ノブ（図 39）
を回して、ノブの矢印を、所定の番号に合わ
せる。
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1. リール速度コントロール

注注注 リール速度の設定は、ターフの実情に合わ
せて増減してかまいません。

刈刈刈りりり込込込みみみにににつつついいいててて
注注注 実際にグリーンの芝刈りを始める前に安全な場所
で運転操作に十分慣れておいてください。特に機
械の始動、停止、カッティングユニットの昇降動
作、旋回などに習熟してください。運転技術に自信
が生まれれば、機械の性能を十分に生かして頂く
ことができます。

注注注 刈り込みを開始する前に、グリーンの上に落ち
ているごみなどを除去し、カップから旗を抜き取
り、今日の刈り込み方向を確認します。刈り込みの
方向は、前回の刈り込みの方向をもとにして決め
ます。いつも前回とは違う方向から刈るようにす
ると、芝が一定方向に寝てしまわないのできれい
に刈ることができます。

1. エンジンはフルスロットル、モードは「芝刈り
走行」モードでグリーンに入ります。グリー
ンの一方の縁から刈り始め､細長いじゅうたん
を敷くつもりで真っ直ぐに進んでください。
このパターンで作業すると、無駄な重なりを
なくし、固結を最小限に抑えながら、美しい
縞模様を作ることができます。

2. 集草箱の先端がグリーンの縁に掛かったとこ
ろで芝刈りレバーを操作します。これにより
カッティングユニットが芝面に下降しリール
が回転を始めます。

重重重要要要 １１１番番番ユユユニニニッッットトトははは遅遅遅れれれててて回回回転転転ををを開開開始始始しししままま
すすす。。。こここのののタタタイイイミミミンンングググをををつつつかかかむむむととと、、、仕仕仕上上上げげげののの外外外周周周
刈刈刈りりりののの手手手間間間ををを最最最小小小限限限にににすすするるるここことととがががででできききままますすす。。。

3. 行きと帰りでのオーバーラップができるだけ小
さくなるように運転します。グリーン内をぶれ
ずにきれいに直進し、刈り込みの済んだ列との
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距離を一定に保って走るためには、車体前方
1.8 から 3 m のところに視線を置いて、刈り
込み済みの済んでいる列にラインを合わせるよ
うにするのがコツです（図 40）。ハンドルを
目印にして距離を合わせても良いでしょう。
その場合、ハンドルの縁と本機前方の目標ラ
インとを重ねて見ながら運転します(図 40)。

4. 集草バスケットの先端がグリーンの縁に掛
かったところで芝刈りレバーを操作します。
これによりリールの回転は停止し、カッティ
ングユニットが上昇します。このタイミング
が悪いとグリーンの縁を刈り込んでしまいま
す。一方、グリーンの外縁を刈り残しすぎる
と後の作業が多くなりますので、程よいタイ
ミングを体得してください。

5. U ターンする場合、反対側に一旦ハンドルを
切ってから旋回すると、楽に、しかも効率良
く回ることができます。例えば右に旋回した
いときには、軽く左に振ってから右に回りま
す。こうすると、U ターン後のライン合わせ
を楽に行うことができます。左回りの場合は
右に振ります。旋回半径は小さいほど作業が
早くなりますが、柔らかい芝を傷つけやすく
なるので注意が必要です。

G017821
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図図図 404040

1. 整列用目印 3. 刈り込み中は前方 1.8～3m
に視線を合わせておく。

2. 刈り終わった側（左側）

注注注 パワーステアリングの特性により、ハンド
ルは自動的には元の位置に戻りません。

重重重要要要 カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを回回回転転転さささせせせたたたまままままま
グググリリリーーーンンンののの上上上ででで停停停止止止しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。芝芝芝ががが
損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。まままたたた、、、湿湿湿っっったたたグググ
リリリーーーンンンののの上上上ででで長長長時時時間間間停停停車車車すすするるるとととタタタイイイヤヤヤ跡跡跡ががが残残残
るるるここことととがががああありりりままますすす。。。

6. 作業中にリークディテクタのアラームが鳴った
ら、直ちにカッティングユニットを上昇させ、

グリーンから退避してください。そして安全
な場所に停止して原因を確かめてください。

7. 最後にグリーンの外周を刈ります。これも前
回と反対の方向から刈ってください。常に天
候や芝状態を考慮すること、刈りの方向を変
えることが大切です。旗を戻して終了です。

8. 集草箱にたまった刈りカスを出して、次のグ
リーンに移動します。湿った重い刈りカスを入
れたまま移動すると機体やエンジン、油圧系な
どに無理な力がかかるので避けてください。

リリリーーークククデデディィィテテテクククタタタののの働働働ききき
リークディテクタのアラームが鳴るのは：

• 118～177ml のオイル漏れが発生した。

• メインタンクの中のオイルの温度が下がった
ために、メインタンク内部のオイルの体積が
118～177ml 少なくなった。

アラームがなったら作業をできるだけ早く中止して
オイル漏れがないか点検してください。グリーンで
作業中にアラームが鳴った場合には、まずグリーン
から退避するのが適当でしょう。リークを放置した
まま作業を続行しないでください。リークが発見さ
れず、誤動作が疑われる場合には、1-2分間エンジ
ンを停止してオイルレベルの安定を待ちましょう。
そして安全な場所でもう一度リークのないのを確認
してから作業を再開してください。

オイル体積の減少による誤警報は、作業後に長時間
のアイドリングをしているときに起こりやすいので
す。また、油圧系に大きな負担を掛けた後に軽い作
業に切り換えた場合にも、誤警報が起こりやすく
なります。誤警報を避けるには、一度エンジンを
停止させてしまうのが確実です。

移移移動動動走走走行行行ををを行行行うううとととききき
カッティングユニットが一番上（移動位置）になっ
ていることを確認し、刈り込み/移動走行切り替え
レバーを移動走行にセットしてください。下り斜面
ではブレーキを使用して車両を確実に制御してくだ
さい。ラフな場所に入る時やアンジュレーションを
渡る時には必ず走行速度を落としてください。本機
の車両感覚（車幅）をマスターしましょう。狭い場
所での無理な通り抜けを避けましょう。ぶつけて破
損するのは時間と費用のロスです。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄ととと点点点検検検
芝刈り作業が終わったら、ホースと水道水で洗車
してください。水圧が高いとシールやベアリング
に浸水しますから ノズルは使用しない でくださ
い。洗車が終わったら、トラクションユニットおよ
びカッティングユニット各部の磨耗・損傷などの
点検を行ってください。ペダルとブレーキシャフ
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ト･アセンブリにはSAE 30 オイルかスプレーで潤滑
し、明朝の仕事にそなえましょう。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引にににつつついいいててて
緊急時には、短距離（0.4 km 以内）に限り、本機
を牽引して移動することができます。 ただし、
通常の移動にはこの方法を使わないようお願いし
ています。

重重重要要要 牽牽牽引引引移移移動動動時時時ののの速速速度度度ははは、、、333～～～5km/h5km/h5km/hとととしししてててくくくだだださささ
いいい；；；こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度でででははは駆駆駆動動動系系系ににに損損損傷傷傷ををを与与与えええるるる危危危険険険
がががああありりりままますすす。。。長長長いいい距距距離離離ををを移移移動動動しししなななけけけれれればばばななならららななないいい場場場
合合合にににはははトトトレレレーーーラララなななどどどををを使使使用用用しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. 油圧ポンプについているバイパスバルブ（図
41）の溝が「縦」になるようにバルブを回転
させる。

g014627
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図図図 414141

1. バイパスバルブ（図はバルブが閉じた状態＝バルブの溝が
水平）

2. エンジンを始動する時には、必ずバイパス
バルブ（図 41）を閉じる（溝が横向きにな
る）。バルブを開けたままでエンジンを掛け
ないこと。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

注注注 お使いの機械の電気回路図 や 油圧回路図 を入手したい場合には、以下のインターネットサイトから無
料でダウンロードすることができます： www.Toro.com また、マニュアルから、インターネット上のその機
械の紹介ページへ行きたい場合にもご利用ください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関すすするるる詳詳詳細細細はははエエエンンンジジジンンンのののオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注意意意

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険
ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。点点点火火火コココーーードドドががが点点点火火火プププラララ
グググににに触触触れれれななないいいよよようううににに十十十分分分離離離しししててておおおくくくこここととと。。。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業

整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 8 時間 • ホイールナットのトルクを点検する。

使用開始後最初の 25 時間 • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

使用開始後最初の 50 時間
• 油圧フィルタを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。

使用するごとまたは毎日

• エンジンオイルの量を点検する。
• 油圧オイルの量を点検してください。
• リールとベッドナイフの摺り合わせを点検する。
• インタロックシステムを点検する。
• 作業後の洗浄と点検
• 油圧ラインとホースを点検する。

50運転時間ごと
• エアクリーナのスポンジ製フィルタの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• バッテリー液の量を点検する。
• バッテリーケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと
• エアクリーナのカートリッジの整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。
• エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

200運転時間ごと • ホイールナットのトルクを点検する。

400運転時間ごと • マシンのグリスアップを行います。

800運転時間ごと

• 点火プラグを交換する。
• 燃料フィルタを清掃する。 （燃料の流れが悪い場合には交換する。）
• 油圧オイル、フィルタ、タンクのブリーザを交換する。
• エンジンの回転数を点検する（アイドル回転とフルスロットル）。
• バルブのクリアランスを点検する。

2年ごと
• 燃料ラインとその接続を点検します。
• 可動部ホースを交換する。
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始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

計器類の動作

リークディテクタの作動確認

ブレーキの動作を確認する。

燃料残量

油圧オイルの量

エンジンオイルの量を点検す
る。

冷却フィンの汚れを落とす。

エンジンのエアフィルタとプレ
クリーナの点検

エンジンからの異常音

リールとベッドナイフの摺り合
わせを点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検。

オイル漏れなど。

タイヤ空気圧を点検する。

刈高の調整具合を点検する。

塗装傷のタッチアップ修理を
行う。

要注意個所の記録

点検担当者名：

内容 日付 記事
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—エアクリーナのスポン

ジ製フィルタの整備を行う（悪条
件下ではより頻繁に）。

100運転時間ごと—エアクリーナのカートリッジ
の整備を行う（悪条件下ではより頻繁に）。

1. ロック用クリップを取り、エアクリーナカバー
（図 42）を外す。カバーを丁寧に清掃する。

図図図 424242

1. エアクリーナのカバー

2. エレメントをエアクリーナに固定している蝶
ナットを外す。

3. スポンジ（図 43）を点検し、汚れていれば
ペーパーエレメントから外す。以下の要領で
丁寧に清掃してください：

A. スポンジを温水と液体洗剤で押し洗いす
る。絞るとスポンジが破れるので押し洗
いで汚れを落とす。

B. 洗い上がったら、きれいなウェスにはさ
んで水分を取る。ウェスをよく押して水
分を十分に取る。

図図図 434343

1. スポンジ 2. ペーパーエレメント

4. スポンジを点検する時にはペーパーエレメン
トの状態も同時に点検する。エレメントの平
たい面を軽く叩いて汚れを落とす。汚れがひ
どければ交換する。

5. スポンジ、ペーパーエレメント、カバーを元
通りに取り付ける。

重重重要要要 エエエレレレメメメンンントトトををを外外外しししたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンををを運運運
転転転しししななないいいこここととと。。。エエエンンンジジジンンンににに大大大きききななな損損損傷傷傷ががが起起起ききき
るるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 25 時間—エンジンオ

イルとフィルタの交換を行う。

100運転時間ごと—エンジンオイルとフィルタ
の交換を行う。

1. ドレンプラグ (図 44) を外してオイルを容
器に受ける。オイルが抜けたらドレンプラグ
を取り付ける。

図図図 444444

1. ドレンプラグ 2. オイルフィルタ
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2. オイルフィルタ（図 44）を外す。新しいフィ
ルタのガスケットに薄くエンジンオイルを塗
る。

3. ガスケットがアダプタに当たるまで手でねじ
込み、そこから更に 1/2～3/4 回転増し締めす
る。締締締めめめすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

4. クランクケースにオイルを入れる； エンジン
オイルを点検する (ページ 22)を参照。

5. 使用済みオイルは適切に処分する。

点点点火火火プププラララグググののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと

エア・ギャップを 0.76mmに調整してください。

使用する点火プラグはチャンピオン（Champion）
RC 14YC です。

注注注 点火プラグは非常に耐久性のある部品ですが、
エンジンにトラブルが出た場合は必ず点検してく
ださい。

1. 点火プラグを外した時にエンジン内部に異物
が落ちないように､プラグの周囲をきれいに
清掃する。

2. 点火コードをプラグから外し、シリンダヘッ
ドからプラグを外す。

3. 電極 (側面と中央) と碍子の状態を点検する。

重重重要要要 汚汚汚れれれそそそののの他他他ののの不不不具具具合合合のののあああるるる点点点火火火プププラララグググ
ははは交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。点点点火火火プププラララグググにににサササンンンドドドブブブ
ラララススストトトをををかかかけけけたたたりりり、、、ナナナイイイフフフ状状状のののももものののででで削削削っっったたた
りりり､､､ワワワイイイヤヤヤブブブラララシシシででで清清清掃掃掃しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささ
いいい；；；プププラララグググににに残残残っっったたた細細細かかかいいい破破破片片片がががシシシリリリンンンダダダ内内内
ににに落落落ちちちるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. エアギャップを 0.76mm に調整する(図 45)。

図図図 454545

5. 正しく調整された点火プラグをガスケット
シールと共にエンジンに取りつけ、23Nm に
トルク締めする。トルクレンチがない場合は
十分に締めつける。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 800運転時間ごと （燃料の流れが悪い

場合には交換する。）

燃料フィルタはインラインタイプで、燃料タンク
とキャブレタの間にあります（図 46）。フィル
タに付いている矢印をエンジンの方に向けて取り
付けてください。

危危危険険険

ガガガソソソリリリンンンははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火
災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかかららら燃燃燃料料料タタタンンンクククかかからららガガガソソソ
リリリンンンををを抜抜抜ききき取取取るるる。。。こここののの作作作業業業ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ののの広広広いいい
場場場所所所ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたたガガガソソソリリリンンンはははふふふききき取取取るるる。。。

••• ガガガソソソリリリンンン取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花
ややや炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

1. 燃料バルブを閉じ、フィルタのキャブレタ側
についているホースクランプをゆるめ、燃料
ラインからフィルタを外す(図 46)。

図図図 464646

1. 燃料バルブ 2. 燃料フィルタ

2. フィルタの下に容器を置き、もう一方のクラ
ンプも外してフィルタを取り出す（図 46）。

3. 新しいフィルタを取り付ける。この時、フィ
ルタ本体についている矢印をキャブレタの方
に向ける。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 2年ごと

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを調べ
てください。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
バッテリーの電解液は常に正しいレベルに維持し､
バッテリー上部を常にきれいにしておいてくださ
い｡涼しい場所にマシンを格納しておくとバッテ
リーを長持ちさせることができます。

電解液の量は50運転時間ごとに点検します｡格納中
は30日ごとに点検します｡

危危危険険険

電電電解解解液液液にににははは触触触れれれるるるととと火火火傷傷傷ををを起起起こここすすす劇劇劇薬薬薬ででであああるるる
硫硫硫酸酸酸ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

••• 電電電解解解液液液ををを飲飲飲まままななないいいこここととと。。。まままたたた、、、電電電解解解液液液ををを皮皮皮
膚膚膚ややや目目目ややや衣衣衣服服服ににに付付付けけけななないいいよよよううう十十十分分分注注注意意意すすするるる
こここととと。。。安安安全全全ゴゴゴーーーグググルルルとととゴゴゴムムム手手手袋袋袋ででで目目目ととと手手手ををを
保保保護護護すすするるるこここととと。。。

••• 皮皮皮膚膚膚ににに付付付いいいたたた場場場合合合にににすすすぐぐぐににに洗洗洗浄浄浄ででできききるるるよよよううう、、、
必必必ずずず十十十分分分ななな量量量ののの真真真水水水ををを用用用意意意しししててておおおくくくこここととと。。。

各セルへは、蒸留水またはミネラルを含まない水を
適正レベルまで補給してください。但し、電解液の
量が、各セルの内側についているスプリットリング
の高さ以上にならないよう、注意してください。

バッテリー上部はアンモニア水または重曹水に浸し
たブラシで定期的に清掃してください｡ 清掃後は
表面を水で流して下さい｡ 清掃中はセルキャップ
を外さないでください｡

バッテリーのケーブルは､接触不良にならぬよう､端
子にしっかりと固定してください｡

警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああるるる
とととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママ
イイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

端子が腐食した場合は､ ケーブルを外し（マイナス
ケーブルから先に外すこと）、クランプと端子とを
別々に磨いてください｡ 磨き終わったらケーブルを
バッテリーに接続し（プラスケーブルから先に接続
すること）、端子にはワセリンを塗布してください｡

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

ヒヒヒュュューーーズズズののの整整整備備備
ヒューズは座席下にあります（図 47）。

g014803
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図図図 474747

1. ヒューズ

ヒヒヒュュューーーズズズののの配配配置置置

リール上昇
油圧 E-リール回転許可

ファン・キット
15 A 7.5 A

リール回転

昇降

7.5 A
ライト Start/Run

診断ライト

リークディテクタ リークディテクタ
15 A 7.5 A

Run ECM ロジック

パワー
10 A 2 A
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

トトトララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンのののニニニュュューーートトトラララルルル
調調調整整整
走行ペダルがニュートラル位置にあるのに機体が
動き出す場合にはトランスミッションの調整が必
要です。

1. どちらか一方の前輪を浮かして機体を支える。

注注注 注： 3 輪駆動キットを搭載している場合に
は、後ホイールも浮かせてブロックしてくだ
さい。

2. エンジンを始動し、スロットルをSLOW にセッ
ト、浮いている前輪が回転していることを確
認する。

3. エンジンを止め、以下の手順で調整する：

A. 偏芯ナットをハイドロスタット上部に止
めているナットをゆるめる（図 48）。

g014616
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図図図 484848

1. 偏芯ナット 2. ロックナット

B. 機能コントロールをニュートラル位置に、
スロットルを Slow 位置にセットする。
エンジンを掛ける。

C. どちらにも車輪が回らないように偏芯ナッ
トを回して調整する。調整ができたら固
定ナットを締める（図 48）。スロットル
SLOW およびFAST 位置で調整が正しいこ
とを確認する。

注注注 偏芯ナットの調整一杯まで調整しても
車輪の回転が止まらない場合には、弊社
代理店に連絡するか サービスマニュアル
を参照して調整をおこなってください。

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整

最最最高高高速速速度度度ががが出出出せせせるるるよよようううににに調調調整整整すすするるる

走行ペダルは最高速度を出せるように出荷時に調
整されていますが、一杯に踏んでいるのにペダル
ストップに当たらないようになったら調整が必要
です。また、最高速度を下げたい場合にも調整を
行います。

モードレバーを「移動走行」位置にセットし、ペダ
ルを一杯に踏み込めば最高速度となります。ケーブ
ルに張力が掛かる前にペダルがストップ（図 49）
に当たる場合には調整が必要です。

1. モードレバーを「移動走行」位置にセットし、
ペダルストップを固定しているロックナット
をゆるめる（図 49）。

2. ペダルストップを締め込んで、走行ペダルか
ら離す。

3. ペダルに軽く力を掛けながら、ペダルストップ
の位置の微調整を行い、調整ができたらロッ
クナットで調整を固定する。

重重重要要要 ケケケーーーブブブルルルににに無無無理理理ななな張張張力力力ががが掛掛掛かかかるるるとととケケケーーーブブブ
ルルルののの寿寿寿命命命ががが短短短くくくなななりりりままますすすかかかららら、、、張張張りりりすすすぎぎぎななないいい
よよよううう注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

g015494

1
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1. ペダルストップ

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ををを下下下げげげるるる調調調整整整

1. ペダルを踏み、ペダルストップを固定してい
るロックナットをゆるめる。

2. 希望する速度になるまでペダルストップをゆ
るめる。

3. ロックナットで調整を固定する。

37

 



芝芝芝刈刈刈りりり速速速度度度ののの調調調整整整
出荷時に調整されていますが、速度を変えたい場合
には調整してください。

1. トラニオンボルトのジャムナットをゆるめる
（図 50）。

2. ロック＆芝刈ブラケットをペダルピボットに
固定しているナットをゆるめる。

g014625
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図図図 505050

1. ジャムナット 3. トラニオンボルト

2. ナット

3. 刈り込み速度を遅くするには、トラニオンボ
ルトを右に回し、速くするには左に回す。

4. トラニオンボルトのジャムナット、およびペ
ダルピボットのナットを締め付けて調整を固
定する（図 50）。調整を確認し、必要に応じ
て再調整する。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
駐車中にブレーキが十分に利かずに車両が動いて
しまう場合には、ブレーキドラムの近くにあるバ
ルクヘッドフィッティングで調整を行うことがで
きます；さらに詳しいことについては弊社代理店
に問い合わせるか サービスマニュアル を参照し
てください。

注注注 一年に一度、ブレーキの慣らし掛けを行ってくだ
さい；「慣らし運転期間」の項をご覧ください。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

800運転時間ごと

オイルが汚染されてしまった場合は油圧系統全体を
洗浄する必要がありますのでトロ代理店にご連絡く
ださい。汚染されたオイルは乳液状になったり黒ず
んだ色なったりします。

1. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬぐ
う (図 51)。フィルタの下に廃油受けを置い
てフィルタを外す。

注注注 オイルを抜かずにフィルタのみを交換す
る場合には、フィルタに入るラインに栓をし
てください。
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1. 油圧オイルフィルタ

2. フィルタにオイルを入れ、ガスケットをオイ
ルで湿し、ガスケットがフィルタヘッドに当
たるまで手で回し入れる。その状態からさら
に 3/4 回転締め付ける。これでフィルタは十
分に密着する。

3. 油圧オイル・タンクに油圧オイルを入れる；
油圧オイルの点検と補給を行う (ページ 24)
を参照。

4. エンジンを始動させ、3-5分間のアイドリング
を行ってオイルを全体に行き渡らせ、内部に
たまっているエアを逃がす。

5. 機械を停止させ、油圧オイルの量を点検し、
必要に応じて補給する。

6. 廃油は適切な方法で処理する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検

警警警告告告

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体
ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに
傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててて
いいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作
動動動油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手
なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

••• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

••• 万万万一一一、、、噴噴噴射射射液液液ががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに専専専
門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

油圧ライン・油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支
持部のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風
雨や薬品による劣化などがないか毎日点検してく
ださい。異常を発見したら必ず運転を行う前に修
理してください。
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの保保保守守守

リリリーーールルルのののバババッッックククラララッッップププ

警警警告告告

バババッッックククラララッッップププ中中中にににリリリーーールルルににに触触触れれれるるるととと大大大けけけがががをををすすす
るるる。。。

••• リリリーーールルルそそそののの他他他ののの可可可動動動部部部ににに手手手指指指、、、足足足、、、衣衣衣類類類等等等
ををを近近近づづづけけけななないいいよよよううう注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• エエエンンンジジジンンンががが動動動いいいててていいいるるる間間間ははは、、、止止止まままっっったたたリリリーーー
ルルルををを絶絶絶対対対ににに手手手ややや足足足ででで回回回そそそうううとととしししななないいいこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニット
を降下させ、エンジンを停止し、駐車ブレー
キを掛ける。

2. 運転席左側のプラスチック製カバーを取り外
す。

3. 各カッティングユニットのリールと下刃をバッ
クラップ用に設定する；カッティングユニッ
トのオペレーターズマニュアルを参照。

危危危険険険

バババッッックククラララッッップププ中中中にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを変変変えええるるるととと
リリリーーールルルががが停停停止止止すすするるるここことととがががあああるるる。。。

••• バババッッックククラララッッップププ中中中ははは絶絶絶対対対にににエエエンンンジジジンンン速速速度度度
ををを変変変えええななないいいこここととと。。。

••• バババッッックククラララッッップププはははアアアイイイドドドルルル速速速度度度以以以外外外でででははは
行行行わわわななないいいこここととと。。。

4. エンジンを始動し、アイドル回転にセットす
る。

5. バックラップ・レバーを逆転（R）位置にセッ
トする（図 52）。
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1. バックラップ・レバー：前進
（通常）回転位置

2. バックラップ・レバー：逆転
位置

6. リール速度コントロールを 1 にセットする
（図 53）。
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1. リール速度コントロール

7. 機能コントロールレバーをニュートラル位置に
して、昇降刈り込みコントロールを前に倒す
とリールが回転してバックラップが始まる。

8. 長い柄のブラシを使ってラッピングコンパウ
ンドを塗布しながらラッピングを続ける。柄
の短いブラシは絶対に使用しないこと。

9. リールが停止したり回転にムラがある場合は、
速度設定を上げて回転を安定させてからもと
の速度（或いは希望速度）に戻す。

10. バックラップ中にカッティングユニットを調整
する必要が生じた場合は、昇降刈り込みコン
トロールを後ろに引き、エンジンを停止させ
て、調整を行う。調整が終ったら4～8を行う。

11. バックラップするユニット全部に上記手順を
行う。

12. 終了したら、バックラップ・レバーを通常位
置（F）に戻し、カバーを元通りに取り付け、
カッティングユニットについているラッピン
グ・コンパウンドをていねいに洗い落とす。必
要に応じてリールと下刃の間隔を調整する。
リール回転速度コントロールを、希望の速度
位置にセットする。

重重重要要要 バババッッックククラララッッップププ・・・レレレバババーーーををを通通通常常常位位位置置置（（（FFF）））ににに
戻戻戻しししててておおおかかかななないいいととと、、、カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを
通通通常常常通通通りりりににに操操操作作作すすするるるここことととがががででできききままませせせんんん。。。
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診診診断断断シシシススステテテムムム

故故故障障障表表表示示示ララランンンプププががが点点点灯灯灯しししたたた場場場合合合
処処処置置置
機械に異常が検知されると故障表示ランプが点灯し
ます。万一このランプが点灯したら、機械を診断
モードにセットし、内部コンピュータが発する診断
コードを読み取ることによって故障内容を知ること
ができます。診断モードで内部コンピュータが発す
る診断コード（エラーコード）、故障表示ランプの
点滅回数で表され、この回数を代理店にお知らせい
ただくことにより、迅速な対応が可能となります。

注注注 故障診断モードではエンジンを始動することは
できません。

故故故障障障診診診断断断モモモーーードドドににに入入入るるるにににははは

1. エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、キー
を OFF 位置にする。

2. 機能コントロールレバーを「移動走行」位置
にする。

3. バックラップ・レバーが通常回転（F）にセッ
トされていることを確認する。

4. 運転席から降りる。

5. カッティングユニット操作レバーを上昇位置
に保持する。

6. 始動キーを RUN 位置に回す。

7. 故障表示ランプが点滅を開始するので、その
回数を数える（点滅が始まったら操作レバー
から手を離してよい）。

点滅回数が確認できたら、キーを OFF 位置に戻す
と診断モードが終了する。

エエエラララーーーコココーーードドドののの確確確認認認

過去 40 時間に発生した不具合のうち最も新しいも
の 3 つが順に表示されます。表示は、以下の規則
に従って順に行われます：

• 記憶されている不具合がない場合には、ランプ
は中間隔で点滅します（1Hz=1秒間に1回）。

• 不具合が 1 つある場合には、最初に上の桁の数
字を点滅で示し、間隔を空けて、次に下の桁の
数字を点滅で示します。以下の例では、# ひと
つが一回の点滅を表すものとします。例：

– 15 というエラーコードは #_#####

– 42 というエラーコードは ####_##

– 123 というエラーコードは ############_###

• 不具合が 1 つ以上ある場合には、最初のエラー
コードが表示された後、間隔を空けて、次のエ
ラーコードの上の桁の数字の点滅が始まります。

注注注 最も新しい 3 つの不具合のみが記憶されて
います。

エラーコードの一覧表は、弊社代理店にて入手くだ
さるか サービスマニュアル をご覧ください。
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保保保管管管
長期間にわたって保管する場合には以下のような
作業を行ってください：

1. 機体からゴミや刈りカスをきれいに取り除
く。必要に応じてリールと下刃の研磨を行
う；カッティングユニットのオペレーターズ
マニュアルを参照。ベッドナイフやリールの
刃にはさび止めを塗布する。潤滑必要部にグ
リスやオイルを入れる。

2. タイヤに重量がかからないように完全にブ
ロックする。

3. 油圧オイルとフィルタを交換する。油圧ライ
ンやフィッティングを注意深く点検し、必要
に応じて交換する； 油圧オイルとフィルタの
交換 (ページ 39) と 油圧ラインとホースの点
検 (ページ 39)を参照。

4. 燃料タンクから燃料を抜き取る。エンジンを
始動し、燃料切れで自然に停止させる。燃料
フィルタを交換する； 燃料フィルタの交換
(ページ 35)を参照。

5. エンジンがまだ暖かいうちに、エンジンオイ
ルを抜き取る。新しいオイルを入れる； エン
ジンオイルとフィルタの交換 (ページ 34)を
参照。

6. 点火プラグを外し、SAE 30 オイルをシリンダ
内に30ml 流し込み、クランクをゆっくり回転
させて内部にオイルを十分に行き渡らせる。
点火プラグを交換する； 点火プラグの交換
(ページ 35)を参照。

7. シリンダ、エンジン、フィン、ブロアハウジ
ングなどをきれいに清掃する。

8. バッテリーを取り外して完全充電する。充電
終了後は、機体に取り付けて保存しても、機
体から外したままで保存してもよい。機体に
取り付けて保存する場合は、ケーブルを外し
ておいてください。温度が高いとバッテリー
は早く放電しますので、涼しい場所を選んで
保管してください。

9. 可能であれば暖かで乾燥した場所で保管する。
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ToroToroToro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上または製造上の欠陥に対
して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての
製品に適用されます（エアレータに関する保証については該当製品の保証
書をご覧下さい）。 この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で
「製品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、
運賃が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店（ディ
ストリビュータ又はディーラー） に対して、お客様から連絡をして頂くことが必
要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問がある
場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company

8111 Lyndale Avenue South

Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740

E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーはオペレーターズマニュアルに記載された整備や調整
を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません：

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載し
て使用したことが原因で発生した故障や不具合。 これらの製品につい
ては、別途製品保証が適用される場合があります。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。 オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこと
が原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリング（シールドタイプ、グリス注入タイ
プ共）、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品とし
てダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、汚
染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、水、
薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料（ガソリン、軽油、バイオディーゼルなど）
を使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために発
生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ス
テッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が到来するま
で保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。 部品や
アセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証：：：

ディープサイクル･バッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に
放出することのできるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わ
ります。 バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電
が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。 このよう
な通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。 本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注：（リチウムイオンバッテリーについて）：リチウムイオンバッテリーには、そ
の部品の性質上、使用開始後 3～5 年についてのみ保証が適用される部品
があり、その保証は期間割保証（補償額逓減方式）となります。さらに詳しい
情報については、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の交
換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、これら
に関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例えええ
ばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証によ
り、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によっては、
お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて：：：

米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法（CARB）で定められ
たエンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは
別個に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照くださ
い。上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。
くわしくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されてい
る、エンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディーラ）へおたずねくだ
さい。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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